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Z=7.2 LAE(SXDF‐NB1006‐2)からの[OIII]88um emission
• 5.3sigma detection / 6.2e‐21 W/m^2

• [CII]は受からず (<5.3e‐22 W/m^2 3sigma)
• Continuumも受からず

• LyAにくらべてコンパクト
• LyAからの速度オフセットは‐110km/s

=> NHI<1e20(/cm^2)と小さい
• Z=3 LAEにくらべて小さい

ISMの物理状態と組成を探りたい
‐ [CII] 158um from PDRs

‐ Z=5‐6 LAEからは検出されているが、z>6では受からない
‐ [OIII] 88um from HII regions

‐ Hi‐zでは装置がなくてこれまで試みられていない

SED Fitting
• Very blue UV (beta<‐2.6) => Very young : 1Myr
• No dust continuum
Strong [OIII] => Z=0.05‐1 Zsol : 現在の星形成より前に作られたもの
Ionizing photon escape fraction : 50% => Low NHIの要因？

近傍dwarfとくらべるｔ
• [OIII]/FUVは近い
• LIR or [CII]は非常によわい（一ケタ以上）

• Metalの量に比べてdustが少ない
シミュレーションに比べても数倍以上少ない
=> SNによるdust destructionがきいているのか
=> cold dense ISMがないせいでダスト形成がまだ進んでい
ないのか

• HIガスの量が少ない(のでPDRができていない)

Ionization PhotonのEscape fraction x emission efficiency
• Log(fesc etaion)=25.44 : 非常に多い
• これまでに検出された銀河の明るさで(MUV<‐17)Reionizationを

おこすのに十分


